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樹幹に穴をあけるテッポウムシ（カミキ

リムシの幼虫）の被害を受けやすい。幹

下に木屑を見つけ次第駆除する。新緑時

はアブラムシの被害に注意する。 

夏場の剪定は徒長枝を切り戻す程度の軽

めに留め、落葉期に、風情を残すよう枝

抜き剪定にて樹形を整える。春先の活動

が早いため２月上旬までがよい。切り口

を消毒し傷口癒合剤を塗布する。 

やや日陰の,腐植質に富んだ湿気のある

土壌を好む。強い日差しや西日が当たる

と、葉焼けを起こす。観賞ポイントの葉

を美しく維持するには、乾燥を避け水切

れしないようにするとよい。 

観
賞
ポ
イ
ン
ト 

姿 花 葉 
紅
葉 

黄
葉 

実 香 

○ ○ 

好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

オオモミジにも葉が細く、枝垂れる園芸品種が

ある。「青七五三」と呼ばれ葉の鋸歯が目立た

ない。 

Memo 

葉が細く、枝垂れるモミジに緑葉のアオシダレ

と紅葉のベニシダレがある。ヤマモミジの園芸

品種で和風庭園の添景によく配植される。アオ

シダレは別名チリメンカエデとも呼ばれ、切れ

込みが深く繊細な感じの葉をつける。新葉時に

花を垂れ下げ、秋には黄～褐色に紅葉する。 

生長：やや速い 特 記 

ムクロジ科（APGⅢ） 科 名 

落葉／中高木／木本植物／園芸品種 

アオシダレ  [ 青枝垂れ ]  


